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　「小野市民病院と三木市民病院が統合し、小野市に400

床の新病院の建設を合意」との記事が11月5日新聞各紙

に掲載されました。北播磨圏においては高度医療と医師

研修が行える中核病院を作るよう神戸大学から提言を受

け、話し合いが行われた結果の発表です。

　統合に至った第一の要因は勤務医不足ですが、より広

い視野でみると社会保障費抑制政策のもとで急性期病床

削減と病院再編を進める国策があります。

　総務省の公立病院改革ガイドラインも同じ観点から不

採算の自治体病院を整理する目的で登場しました。自力

継続を志向する中小規模の自治体病院は、医療費削減と

医師不足による経営悪化のなか再編への圧力で正念場を

迎えていると言えます。

　一方で、急性期の高リスク患者を扱う病院医療現場で

は、人手不足というぎりぎりの状況下で、システムが原
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因の医療事故でさえも個人の責任を問われる医療者達が、

安心して働け、誇りをもって医療できる場所を求めて漂

流し始めています。最近、麻生首相や二階経産大臣が、

医療崩壊の起こる原因を医者の考え違いのせいだという

趣旨の発言をしましたが、間違った認識です。医療崩壊は、

医療や社会保障を国費の削り所としか考えない国策のせ

いなのです。

　小野三木市民病院統合は緒に就いたばかりですが、公

表された以上もし躓くようなことがあれば却って医師喪

失を誘引し、北播磨全部の医療を危機に陥れる危険を孕

んでいます。

　統合の成功を祈りつつも、加西病院が遣り甲斐を持って

良質な医療を行える場所となり、それによって信頼を得

ることが病院存続の生命線であることを私達は肝に銘じ、

市と市民と病院が連帯しなければなりません。（ 病院長 ）

『病院統合の背景と今後』

目指そう 8020(ハチマルニイマル)

　11月 6日、健康福祉会館において第二回加西病院市
民フォーラムが開かれ、加西病院のあるべき姿につい
て議論を深めました。参加者 230 余名には病院や市関
係者が多く、一般市民への積極的な参加が待たれる状
況でした。病院と市民の相互理解のため、今後も病院
からメッセージを発信してゆくつもりです。

第二回加西病院市民フォーラム

▲加西病院市民フォーラムでのパネルディスカッションの模様

【問合先】　国保健康課健康係　☎428723

　市と市歯科医師会で実施している 80 歳で 20 本以上の
歯を保とうという 8020 運動の達成者表彰が 10 月 18 日に
行われ、今年度は 27 名が表彰されました。
　表彰者に健康な歯を保つことでよかったことを伺ったと
ころ、何でもおいしく食べられると答えた方が多く、歯
の健康づくりが、からだの健康づくりの基本であることが
分かります。「からだの健康づくりはお口から」、皆さんも
8020 を目指し、健康なからだづくりをしましょう。

肝炎ウイルス無料検査

【申込先】　社健康福祉事務所　☎0795429367

　肝炎ウイルスは感染しても自覚症状がほとんどなく、肝硬
変や肝がんなどの病気へ進行することがあります。兵庫県で
は年間1,200名以上の方が肝がんで亡くなっています。
　そこで、20 歳以上の方に対して、平成 21 年 3 月 31 日
まで、無料検査を実施しております。近くの医療機関で受
けることができますので、検査を受けたことがない方は是
非この機会に受診してください。検査を受けるには申込書
が必要です。下記へお問合せください。

■市庁舎1階にオストメイト対応トイレを設置しました。

　市庁舎 1階のトイレ改修工事が 10 月末に完了しました。
　どうぞお気軽にご利用ください。
オストメイトとは…
　直腸がんや膀胱がんなどにより、臓器に機能障害を負い、腹部に人工
的に排泄のための孔（ラテン語でストーマ）を造設した人のことです。

第41回加西市体育大会　各種目大会結果

■第 38回町対抗バレーボール大会
男子　一部　大村　　二部　坂元　三部　畑
女子　一部　江ノ木　二部　畑Ｂ　三部　大村

　この秋、次の分野で活躍されている
皆さんが、各賞を受賞されました。

■第 41回市民柔道大会
個人戦　小学生低学年　中山大貴
　　　　小学生中学年　原　敦也
　　　　小学生高学年　内藤かりん
　　　　中学生　　　　大嶋慶輝
　　　　一般　　　　　浅田幸芳

■第 34回市民剣道大会
個人戦　小学生低学年男子 岩崎崇将　（北条少年剣修会）
　　　　小学生低学年女子 須藤和香奈 （北条少年剣修会）
　　　　小学生高学年女子 荒木七海　（北条少年剣修会）
　　　　小学生 4年男子 上山耕平　（北条少年剣修会）
　　　　小学生 5年男子 和田貴揮　（加西スポーツ少年団）
　　　　小学生 6年男子 加藤　諒　（北条少年剣修会）
　　　　中学生 1年男子 千石明佳　（泉中）
　　　　中学生 1年女子 小田沙穂莉 （泉中）
　　　　中学生 2・3年男子 常峰泰地　（泉中）
　　　　中学生 2・3年女子 中村侑以　（加西中）
団体戦　中学生男子 泉中Ａ
　　　　中学生女子 加西中

■第 32回少林寺拳法演武大会
組演武　少年の部　低学年　堀口連陽・小田裕斗
　　　　　　　　　中学年　北村嘉健・岩本和磨
　　　　　　　　　高学年　塩河胡桃・岩本拓磨
　　　　一般の部　　　　　高見博美・塚原　誠
　　　　親子の部　　　　　山下佳翁・山下大将
乱捕　　少年の部　　　　　青田陽大
　　　　一般の部　　　　　松尾拓弥

■第 15回市長杯地区対抗ゲートボール大会
日吉地区チーム

■第 19回市長杯グラウンド・ゴルフ大会
男子の部　板井一男　女子の部　吉田みさ子

■第 24回加西市ジュニアバレーボール大会
泉少女バレーボールクラブ

■第 39回市民空手道大会
型競技　　
幼年　　　　辻　侑月
小学低学年　北原結友
小学高学年　辻　文貴
中学　　　　吉岡寛斗
一般　　　　北原暉人

組手競技　
幼年　　　　荻野秀斗
小学低学年　北原結友
小学高学年　村上巧樹
中学　　　　吉岡寛斗
一般　　　　北原暉人

■第 37回市長旗争奪野球大会
ジュニアスターズ

■第 42回市民ソフトテニス大会
一般男子　　　辻　康則・藤原良昭（柏葉クラブ）
一般女子　　　藤川　萌・串田麻友（加西中）
男子ジュニア　常峰新司・宮川拓弥（北条中）

■第 41回市民卓球大会
男子ダブルス　　北村直人（播磨農高）・大豊真也（暁クラブ）
女子ダブルス　　山端悦子・藤元洋子（暁クラブ）
男子シングルス　一部　田居修一（暁クラブ）
　　　　　　　　二部　岩本則昭（市川卓協）
　　　　　　　　三部　後藤規之（加西市役所）
女子シングルス　一部　山端悦子（暁クラブ）
　　　　　　　　二部　山端真帆（暁クラブ）

■第 33回　市民バドミントン大会
男子ダブルス　　一部　細貝貴裕・井上　忠
　　　　　　　　二部　川中登志郎・大塚善也
　　　　　　　　三部　小林亮介・吉田祐司
男子シングルス　一部　古賀敦士
　　　　　　　　二部　近田翔太
　　　　　　　　三部　若田雅弘
女子ダブルス　　一部　柴田祐子 ･畠中加奈子
　　　　　　　　二部　藤本順子・藤井美由紀
　　　　　　　　三部　堀谷　恵・増田世梨
女子シングルス　一部　佐野ゆかり
　　　　　　　　二部　大塚恭子

■第 26回市民硬式テニス大会
男子ダブルス　　　見藤　茂・友井孝之
女子ダブルス　　　山田千鶴・友井律子
ミックスダブルス　友井孝之・友井律子

■第 6回親善バスケットボール大会
小学生の部　　　高学年男子　北条ダンディーズ
　　　　　　　　高学年女子　北条QUEENS
　　　　　　　　低学年　　　九会っ子きせき
中学生の部　　　男子　　　　福崎東
　　　　　　　　女子　　　　泉
高校・一般の部　男子　　　　てんぐ
　　　　　　　　女子　　　　チャナマサリダ

■第 30回市長杯少年野球大会
善防少年野球クラブ

■第 39回親善サッカー大会
一般　ハミーゴ　中学　北条中　少年　富合ＳＳＤ

■社団法人日本善行会
　平成 20年度皇太子殿下の御接見
　及び秋季善行表彰
　皇太子殿下御接見
　玉田　豊（北条町栗田）
　秋季善行表彰受賞者
　後藤政博（殿原町）
　近藤成雄（満久町）
　西面信廣（別府町）

■財団法人あしたの日本を創る協会
　あしたのまち・くらしづくり活動賞
　まち・くらしづくり活動部門
　優秀賞
　北条まちづくり協議会
　（代表：松本正光）

■平成 20年度加西市技能顕功賞
　技能顕功賞
　鈴木文雄（山田町）
　技能功労賞
　牛尾伸之（北条町古坂）

■兵庫県こうのとり賞
　石　芳博（西谷町）
　田中和代（下万願寺町）

■ひょうご県民ボランタリー活動賞
　個人の部
　高橋シズコ（北条町西高室）
　宮本久雄 （北条町古坂一丁目）
　団体の部
　加西市いずみ会 （代表：石橋和子）
　加西点字教室 （代表：是常周子）
　かさい日本語クラス （代表：脇坂知美）

■第 28回全国中学生
　人権作文コンテスト兵庫県大会入賞
　優秀賞
　岩本早稀（加西中）
　高田万葉（泉中）

　各種目の大会優勝者は次の皆さんです。

各賞の受賞者

オストメイト対応機器■第 15回マウンテンボール大会
井上正和

【問合先】　市民交流課☎428775


